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【背景】バナジウムの単純酸化物 VOxには、x に応じてコランダム相やルチル相などいろいろな

化合物があるが [1]、酸素過剰組成では (x ≥ 1)いずれの化合物も金属絶縁体転移を示す [2]。一方、

バナジウム過剰組成の亜酸化物では (x < 1)、結晶構造は知られているものの [3]、電気伝導性な

どの基礎物性は調べられていない。最近、我々は酸素吸蔵材料(Ce0.8Zr0.2)O2 (CZO)を用いたトポタ

クティック酸化法を開発した [4]。そこで本研究では、従来の固相反応と CZOを用いた酸化法を

用いてバナジウム亜酸化物 V16O3を合成し、電気特性を評価した。 

【実験】仕込み組成が V16Oy (y = 2–5)となるように、V

と V2O5を混合し、真空封管した石英管中で 1000 ℃で

焼成し、固相反応により V16O3を合成した。並行して、

Vを酸素吸蔵材料 CZOと共に真空封管した石英管中で

400–1000 ℃で焼成し、V16O3を合成した。得られた試料

は、X線回折測定により結晶構造を同定し、電気抵抗率

の温度依存性を測定した。 

【結果・考察】固相反応の場合、y > 2の試料では単相

の V16O3が得られた。既報と同様に [3]、y の増加に伴

い、酸素組成の増加に起因する格子体積の増大が見られ

た (図 1)。y = 3–5の試料は、特に金属絶縁体転移は示

さず、すべての温度領域で金属的な電気伝導を示した 

(図 2)。一方、CZOを用いた酸化法でも、600–1000 ℃の

焼成温度で、純度 90 wt%以上の V16O3が得られた。焼

成温度や CZO/V モル比が高い場合、V16O3の格子体積

が増大したことから、酸素量も増加したことがわかった 

(図 1)。このように、CZOを用いた酸化法を用いれば、

金属を出発原料として亜酸化物を合成することが可能

である。 
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Fig. 1 Unit cell volume of V16O3 synthesized 

by CZO oxidation (circle) and solid state 

reaction (dashed line), respectively. 

 

Fig. 2 Temperature dependence of resistivity 

for V16O3 synthesized by solid state reaction. 
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